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QuickML：手軽なグループコミュニケーションツール

高 林 哲†,†† 増 井 俊 之†

メールは 1対 1の情報交換だけでなく，メーリングリストを使ったグループコミュニケーションの
手段としても活用されている．しかし，従来のメーリングリストは作成および管理に多くの手間がか
かるため，気軽な用途には使いにくかった．本論文では，従来のメーリングリストの問題を解決し，
メールを送るだけで手軽にメーリングリストを運営できるシステム QuickMLを提案する．QuickML
を利用することにより，いつでも・どこでも・誰でも手軽にグループコミュニケーションを行える．

Instant Group Communication with QuickML

Satoru Takabayashi†,†† and Toshiyuki Masui†

A number of people are exchanging email messages everyday using mobile phones and PDAs
as well as PCs. Email is useful not only for one-to-one communication but group communica-
tion through mailing lists. However, conventional mailing lists are not as widely used as they
should be, because creating and maintaining a mailing list is not an easy task. We propose a
simple and powerful mailing list service system called QuickML, with which people can easily
create a mailing list and control the member account only by sending email messages. With
QuickML, people can enjoy group communication at any place, at any time, and by anyone.

1. は じ め に

インターネットの普及により，メールによるコミュニ

ケーションは，日常生活に欠かせないものとなった6)．

メールは 1 対 1 の情報交換だけでなく，メーリング

リストを使ったグループコミュニケーションの手段と

しても広く用いられている．「インターネットはメー

リングリストに始まり，メーリングリストに終わる」

という言葉14) があるように，メーリングリストはイ

ンターネット上でのグループコミュニケーションに欠

かせないツールである．

しかし，従来のメーリングリストは作成および管理

に多くの手間がかかるため，「旅行の打ち合わせ」「今

日の宴会の連絡」のようなパーソナルな用途には使

いにくかった．本論文では，従来のメーリングリスト

の問題を解決し，使い捨て感覚で手軽にメーリングリ

ストを作って活用できるシステム QuickMLを提案す

る．QuickMLを利用することにより，いつでも，ど
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こでも，誰でも手軽にグループコミュニケーションを

行える．

2. 従来のメーリングリスト

歴史の長いメーリングリスト管理システム Major-

domoの論文4)では，手作業によるメーリングリスト

管理の大変さをまず最初に指摘している．具体的には

•「メーリングリストに参加したい」
•「メーリングリストから退会したい」
•「私はメーリングリストのメンバか?」

といった要求や質問にいちいち応えるのは時間を消耗

する作業であるため，そういった単調な作業を自動化

するためにMajordomoを開発したということである．

Majordomoを使ったメーリングリストでは，コマン

ドメールと呼ばれる特殊なメールを用いて，メーリング

リストのメンバ管理を行う．コマンドメールとは，Ma-

jordomoのシステムが受け取って解釈するメールであ

る．たとえば，Majordomoで運営されているメーリン

グリスト foo@example.comに参加するには，Major-

domo@example.comに，本文に “subscribe foo”と

いうメッセージが含まれたメールを送る．Majordomo

はこのようなコマンドメールを元に，メンバの参加や

退会といった処理を自動的に行う．Majordomoと似た

機能を提供する fml 12)やMailman 3)のようなメーリ
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ングリスト管理システムも同様の方式を採用している．

しかし，これらのシステムを導入するには，メール

サーバにソフトウェアをインストールする権限が必

要だったり，メールサーバの管理者としてのノウハウ

が必要だったりするため，自由に使えるメールサーバ

を持たない一般のユーザには導入ができない．また，

メーリングリストを作るためには，専用のコマンドを

実行したり設定ファイルを編集したりといった手間の

かかる作業が必要である．管理者に頼めばメーリング

リストを作ってもらえることもあるが，個人的な旅行

の打ち合わせのためのメーリングリストを作ってほし

い，などとは気軽には頼みにくい．また，メーリング

リストの作成に制限を課している組織も多い．

一方，メーリングリストの一般参加者からしてみて

も，参加や退会のために専用のコマンドを覚えないと

いけないのは大きな負担である．退会のためのコマン

ドメールを間違ってメーリングリスト本体に送ってし

まうという失敗はよく見受けられる．コマンドがメー

リングリストシステムごとに異なるということもユー

ザの負担を大きくしている要因である．

誰でも簡単にメーリングリストの作成および運

用ができるようにするために，Yahoo Groups ☆や

FreeML☆☆のようなWeb上のメーリングリスト作成

サービスが近年よく使われている．このようなシス

テムを使用すると，システム管理の権限のない普通の

ユーザでも簡単にメーリングリストを作ることができ

る．しかし，メーリングリストの作成やアカウントの

登録をするためにブラウザが必要になるため，メーラ

のアドレス帳との連携ができず，管理に必要な情報を

Web上のフォームに入力する手間がかかる．特に携帯

電話などの携帯端末からは，こうしたWeb上のフォー

ムへの入力は大きな負担となる．

このように，これまでメーリングリストというもの

は手間が多く，ある程度の覚悟がないと導入は難しい

と考えられていた．大きなプロジェクトの情報交換や

永続的なグループ内での議論などのように，はっきり

した目的があって長続きするメーリングリストであれ

ば，手間をかけて設定を行ってでも運営する価値があ

るが，旅行やミーティングの打ち合わせのような一時

的な用途には敷居が高く，あまり気軽には使われてい

なかった．

☆ http://groups.yahoo.com/
☆☆ http://freeml.com/

3. QuickML

前述のような問題を解決するために，我々は Quick-

MLというシステムを開発し運用している．QuickML

はメーリングリストの作成および管理にかかる手間を

軽減し，いつでも，どこでも，誰でも手軽にメーリン

グリストを活用できるシステムである．

3.1 QuickMLの使い方

QuickMLでは，メーリングリストを作るためにメー

ルサーバの設定を変更したりWebブラウザを立ち上

げたりする必要はなく，QuickMLのサーバに対して

メールを送るだけでメーリングリストを作って活用す

ることができる．

メーリングリストの作成

任意の名前@quickml.comのような任意のアドレス

にメールを送るだけで，新しいメーリングリストを

作成できる．たとえば宴会のメーリングリストを作る

には enkai@quickml.comにメールを送るだけでよい．

このとき，From: と Cc: にリストされたアドレスが

メーリングリストに登録される．

Subject: 来週の宴会
To: enkai@quickml.com ⇐ 作りたい ML のアドレス
From: satoru@example.jp ⇐ 自分のアドレス
Cc: masui@pitecan.com ⇐ 参加者リスト

突然ですが，宴会好きの
メーリングリストを作っ
てみました．

⇐ 本文

同名のメーリングリストがすでに存在したときは，

「あなたは○○○メーリングリストのメンバではありま

せん」というエラーメッセージが返される．その場合

は，違う名前をつけて作り直す必要がある．QuickML

では enkai@sugamo.quickml.com のようにアドレス

に任意のサブドメインが入ったメーリングリストを作

ることができるため，名前の衝突を容易に回避できる．

メーリングリストへ投稿

メーリングリストへ投稿するには，メーリングリス

トのアドレスに普通にメールを送ればよい．メーリン

グリストにはメンバだけが投稿できる．メンバ以外が

投稿した場合は，「あなたは○○○メーリングリストの

メンバではありません」というエラーメッセージが返

される．

新しいメンバの追加

すでに参加しているメンバは新しいメンバを Cc: で

追加できる．To: でメーリングリストをアドレスを，

Cc: に新しいメンバのアドレスを指定してメールを送
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るだけでよい．Cc: でメンバを勧誘するというこの仕

組みは，友達に声をかけて仲間に誘うという行為をモ

デルとしている．メンバが追加された際には，メール

の本文の先頭に

ML: enkai@quickml.com

新メンバ：komatsu@e...

のような情報が付加される．また，メールの末尾に

は次のように，メンバリストが付加される．

<enkai@quickml.com> のメンバ：
satoru@e...

masui@p...

komatsu@e...

不特定多数のメンバが参加するメーリングリストで

は，アドレスの流出が問題になることがあるため，メ

ンバリストのアドレスは@マークから 2文字目以降を

伏せる形で載せている．

メーリングリストへの参加

すでに参加しているメンバを Cc: で指定してメール

を投稿すると，メーリングリストに参加できる．参加

のために送ったメールはメーリングリストに流れるた

め，簡単な自己紹介などを書いておくことが推奨され

ている．Cc: で知り合いのメンバを指定するというこ

の仕組みは，友達に声をかけて仲間に入れてもらうと

いう行為をモデルとしている．このように，QuickML

のメンバ登録は日常のグループコミュニケーションを

元にして設計されている．

メーリングリストから退会

メーリングリストに空メールを送ると，メー

リングリストから退会できる．空メールを送る

という操作は一種のコマンド メールといえるが，

“unsubscribe enkai@quickml.com”（Majordomo）

や “# bye”（ fml）といったコマンドを覚えるよりは

簡単である．広告付きのWeb メーラを利用している

などの理由によって，空メールを送れないメンバの場

合は，便宜的に本文の 1 行目に「退会」と書かれた

メールを送ることによって退会を行うこともできる．

QuickMLでは，退会しても他のメンバには通知さ

れないという方針を採っている．メンバの退会が通知

されないという点は不便な面もあるが，他のメンバ

に知られずに黙って退会したい，出張などで一時的に

退会したときにそのつど通知が流れてほしくない，と

いった理由から，退会時に通知を流さないという方針

を選択した．

メーリングリストへの復帰

退会したメーリングリストに再びメールを送ると，

メーリングリストに復帰できる．メーリングリストに

復帰する場合は，メーリングリストに新規に参加する

場合と異なり Cc: にメンバを指定する必要はない．

メンバの削除

間違ったアドレスを登録してしまったなどの理由で

メンバのアドレスを削除したい場合は，Cc: に削除

したいアドレスを指定してメーリングリストに空メー

ルを送るだけでよい．他のメンバを勝手に削除すると

いった悪用も考えられるが，削除されたメンバには削

除された旨のメールが届くため，知らないうちに削除

されていた，というトラブルは防げる．

各種システムの比較

以上に述べたように QuickMLは普通にメールを送

るだけですべてが行えるため，手軽にメーリングリス

トを作ってグループコミュニケーションを行うことが

できる．表 1に各種メーリングリストの基本機能の比

較をまとめた．QuickMLでは，カスタマイズをいっ

さいしないで手軽にメーリングリストを活用できるこ

とを目指して設計を行っているため，メーリングリス

トの権限設定などの機能は見送っている．

3.2 QuickMLの活用例

QuickMLは使い捨て感覚で手軽にメーリングリスト

を作れるため，これまでメーリングリストが活用されて

いなかった用途にも使用できる．ここでは，QuickML

の効果的な活用例をいくつか紹介する．

少人数のグループの連絡

友達，家族，サークル，ゼミ，趣味の仲間，宴会参

加者，旅行参加者といった少人数のグループでメーリ

ングリストを作って連絡をとると便利である．我々は

ミーティングや旅行，研究プロジェクトなどの打ち合

わせに QuickMLを活用している．

一部の人しか興味のない話題

大きなメーリングリストに参加しているときに，一

部でしか興味のなさそうな話題を続けるのに躊躇する

ことがある．QuickMLでは小さいメーリングリスト

をすぐに作れるので，大多数の人たちに迷惑をかける

ことなく一部のメンバで議論を続けることができる．

3.3 QuickMLの欠点

QuickMLは手軽にメーリングリストを作って活用

できる反面，いくつかの欠点を持っている．

メーリングリストの規模

QuickMLは小さなメーリングリストを運営するに

は適しているが，メンバが参加するたびに参加メッ

セージが流れ，また，権限設定などのカスタマイズを
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表 1 各種メーリングリストシステムの基本機能の比較
Table 1 Comparison of basic functions with the various mailing list systems.

手作業管理方式
ML 管理システム方式
（Majordomo など）

Web 管理方式
（FreeML など）

QuickML 方式

ML☆の作成

× × ○ ◎

管理者に作成を依頼す
る．

メールサーバにログイ
ンして専用コマンドを
実行する．

Webサイトにアクセス
して，必要事項を入力す
る．

普通にメールを書いて○
○○@QuickML.com

に送る．

ML の削除

× × ○ ◎

管理者に削除を依頼す
る．

メールサーバにログイ
ンして専用コマンドを
実行する．

Webサイトにアクセス
して，必要事項を入力す
る．

投稿が途絶えてしばら
くすると自動で消滅す
る．

メンバの追加と削除

× △ ○ ◎

管理者に追加・削除を依
頼する．

専用のコマンドメール
を特定のメールアドレ
スに送る．

Webサイトにアクセス
して，必要事項を入力す
る．

追加したいメンバをCc:

に入れて普通に投稿す
る．削除したい場合は
メンバを Cc: に入れて
空メールを投稿．

ML の参加と退会

× △ ○ ◎

管理者にリストの修正
を依頼する．

専用のコマンドメール
を特定のメールアドレ
スに送る．

Webサイトにアクセス
して，必要事項を入力す
る．

すでに参加しているメ
ンバを Cc: して普通に
投稿すると参加．空メー
ルを投稿すると退会．

ML の管理と設定
× ○ ◎ ×

（権限設定，記事保存，件
名表記，メンバ確認など）

すべての設定を管理者
に依頼する．

コマンドメールや専用コ
マンドなどで管理・設定
を行う．

Webサイトのフォーム
で，自在に管理・設定で
きる．

管理や設定の機能はいっ
さい存在しない．

まとめ

何をするにも管理者へ依
頼する必要があり，まっ
たく手軽ではない．

専用のコマンドやコマ
ンドメールを扱うため
技術的敷居が高く，手
軽ではない．ML を細
かく設定して運用する
のに向いている．

Webですべての管理で
きるのは手軽であるが，
メーラのアドレス帳と
連携できないなどの問
題がある．ML を細か
く設定して運用するの
に向いている．

普通にメールを送るだ
けですべてが行えるた
め，手軽である．しか
し，ML の細かい設定
はいっさいできず，大規
模の ML の運営には向
いていない．

行えないため，たくさんのメンバが参加する公共的な

メーリングリストの運営には向いていない．その点，

Majordomoや fmlなどのシステムや FreeMLなどは，

参加メッセージを流さずにメンバを追加でき，また，

細かい設定も行えるため，大規模なメーリングリスト

を運営するのに向いている．

セキュリティ

Majordomoや fmlなどのシステムは，メーリング

リストに参加する際に，アドレス登録の確認を行う機

能を持っている．悪意のあるユーザが他人のアドレス

を勝手にメーリングリストに登録するのを防ぐためで

ある．この仕組みは，セキュリティを高める一方で，

メーリングリストへの参加の敷居が高くなるという欠

点を持つ．

一方，QuickMLは，手軽さを優先し，アドレス登

録の確認を行う仕組みは持たない．セキュリティの点

で不安は残るものの，現在のところ悪用のトラブルは

ほとんど起きていない．

携帯電話への対応

QuickMLはメールを送るだけでメーリングリスト

を作って活用できるため，携帯電話から利用すると特

☆ メーリングリストの略．
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に便利である．一部の携帯端末☆は Cc: をつけてメー

ルを送ることができないため，QuickMLでメンバの

追加を行うことができない．

4. 実 装

QuickMLは SMTP（Simple Mail Transfer Pro-

tocol）7)のサーバとして実装を行った．QuickMLサー

バはメーリングリストへの投稿を受け付け，メンバ管

理などの処理を行ったのちに，メールの配送を配送用

メールサーバに依頼する．QuickMLサーバではメー

ルの配送やキューイングといった処理はいっさい行わ

ず，qmail 1)や Postfix 10)といった既存のメールサー

バに任せるという方針をとった．

通常のメーリングリスト管理システムでは，メール

が届くたびに，メールサーバの設定ファイル☆☆を介し

て，メーリングリストシステムが外部プロセスとして

実行される．一方，QuickMLでは，メーリングリス

ト管理システムがサーバとして常駐しているため，プ

ロセス呼び出しのオーバヘッドはなく高速に処理が行

える．

4.1 メーリングリストの自動管理

QuickML の大きな特長の 1 つに，メーリングリ

スト管理者という概念が存在しないという点がある．

QuickMLには，メンバの自動削除とメーリングリス

トの自動消滅の仕組みが備わっているため，メーリン

グリスト管理の作業はいっさい必要ない．特別な権限

を持った管理者は QuickMLには存在せず，すべての

メンバが対等の立場でメーリングリストに参加する．

メンバの自動削除

アドレス消滅やネットワーク障害などの理由により

エラーメールが 5 回返ってきたアドレスはメーリン

グリストから自動的に削除される．ただし，単純にエ

ラーメールを数えると流通量の多いメーリングリスト

では短時間のうちに 5通に達するため，最後にカウン

トしたエラーメールから 24時間以内に届いたエラー

メールはカウントしないという方針をとった．このた

め，一時的にメールサーバが故障した程度ではアドレ

スが削除される心配はない．削除の際には，メンバを

削除した旨のメッセージがメーリングリストのメンバ

全員に通知される．なお，エラーメールのカウンタは

そのアドレスからの投稿があった時点で 0にリセット

される．

配送不能アドレスを自動的に削除する機能のない

☆ i-mode など．
☆☆ /etc/aliases など．

メーリングリストシステムでは，エラーメールをチェッ

クして配送不能アドレスを削除するという作業を管理

者が行う必要があるが，QuickMLではその必要はいっ

さいない．

エラーメールの自動処理は qmailおよび Postfixに

実装されている VERP（Variable Envelope Return

Paths）2) 拡張を利用して実現した．VERP拡張つき

で送ったメールには envelope from ☆☆☆に，宛先ごと

に一意の IDが付加されるため，戻ってきたエラーメー

ルのヘッダを見れば，どのアドレスがエラーを返して

いるかを識別できる．

メーリングリストの自動消滅

すべてのメンバが退会したメーリングリストは最

後のメンバがいなくなった時点で自動的に消滅する．

QuickMLにはメーリングリスト管理者という概念が

存在しないため，メーリングリストの作成者が退会し

ても，メーリングリストはそのまま存続する．

投稿が途絶えてから 1カ月経過したメーリングリス

トも自動的に消滅する．自動消滅する前日に「Subject:

[○○○] メーリングリストもうじき消滅」という通知

のメールがメーリングリストのメンバ全員に届けられ

る．その後 1週間以内に投稿がない場合はメーリング

リストが消滅する．

放置しておけばメーリングリストが自動的に消滅す

るというこの仕組みにより，投稿の途絶えたメーリン

グリストが永遠に残ってしまうという問題が回避され

るため，後始末を考えずに気軽にメーリングリストを

作って活用することができる．

ループメールの対処

メーリングリストシステムでは，一度配送された

メールが再びメーリングリストに投稿されて無限に

メールがループするという，ループメールの問題に対

処する必要がある．QuickMLでは次のような制限を

設けることによってループメールに対処している．

• メールの配送時にへッダに特定の印をつけ，へッ
ダにその印のあるメールは投稿を受け付けない．

• QuickML のメーリングリストのメンバとして，

QuickMLのメーリングリストのアドレスは追加

できない．

4.2 サブドメインの処理

QuickMLでは，アドレスに任意のサブドメインを

含むメーリングリストを作ることができる．この機

能は，DNS のワイルドカード MX 9) の仕組みを利

☆☆☆ SMTP の MAIL FROM: で指定する差出人アドレス．メー
ルのへッダには現れない．
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図 1 メールエージェントの概念図
Fig. 1 Illustration of the concept of mail agents.

用して実現している．ワイルドカード MXを利用す

れば，あらゆるサブドメイン宛てのメールを 1 つの

QuickMLサーバで受け取れるため，アドレスにどの

ようなサブドメインが指定されていても，QuickML

のメーリングリストとして処理できる．

4.3 エージェントとの連携

QuickMLはきわめてシンプルなシステムとして実

現されているため，多くのメーリングリスト管理シス

テムが提供する，投稿されたメールの保存機能すら備

えていない．QuickMLシステムを拡張すれば，メー

ルをファイルとして保存する程度の機能は簡単に追加

できるが，このような拡張を加えていくとシステムが

肥大化してしまう可能性がある．

そこで，QuickMLでは本体をシンプルに保ち，追

加機能はメールエージェントとして実現するという方

針を採用した．ここでいうエージェントとはメールア

ドレスを持つプログラムのことである．メーリングリ

ストのメンバとしてエージェントを登録すると，その

エージェントの持つ機能を利用できる（図 1）．

メールをファイルとして保存するアーカイバ・エー

ジェントを作成した．アーカイバ・エージェントは，

メーリングリストに投稿されたメールをファイルに

保存し，メールをWebブラウザから閲覧するための

Webページを作成する．

図 2は quickml-users@quickml.com メーリングリ

ストに登録したアーカイバ・エージェントが作成した

Webページである．議論の流れをスレッド表示する

機能は持たないが，簡単な検索機能は備えている．ス

レッド表示の機能を追加したい場合はエージェントの

プログラムを修正するだけでよく，QuickMLサーバ

本体に手を入れる必要はない．

5. 議 論

我々は 2001年 11月に QuickML.comを立ち上げ，

2カ月ほど少人数のグループでテストを行ったのちに

図 2 アーカイバ・エージェントが作成した Web ページ
Fig. 2 Web pages created by the mail archiver agent.

2002 年 1 月に一般公開を行った☆．ここでは運用に

よって得られた経験と QuickML.comの利用状況つい

て述べる．

5.1 利 用 経 験

QuickML.comの運用を通じて，通常のメーリング

リストとは異なる，QuickMLならではの使われ方が

分かってきた．QuickMLの特徴的な利用経験を以下

にまとめる．

管理者権限

QuickML.comの公開当初は，管理者の権限が欲し

い，細かくカスタマイズしたい，といった要望が多く

寄せられた．しかし，次第に，そういった要望はほと

んど届かなくなった．これは，日常的なグループコミュ

ニケーションにおいては，管理者の権限やカスタマイ

ズといった機能は不要であるというQuickMLのコン

セプトが理解されていったためと考えられる．

ヘビーユーザ

メーリングリストを大量に作る「ヘビーユーザ」が

現れた．QuickMLのヘビーユーザは話題ごとに Sub-

☆ http://QuickML.com/
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ject を変える代わりに，話題ごとに新しいメーリン

グリストを作って活用している．これは，手軽にメー

リングリストを作れる QuickMLならではの活用法と

いえる．事実，我々の 1人は，15カ月の間に 286の

メーリングリストを作成し，1日に受け取るメールの

31%は QuickML経由のものである．

携帯電話ユーザ

全体のユーザ約 40,000人のうち，携帯電話ユーザは

15,000 人強と約 1/3の割合を占めている．この結果

から，QuickMLはモバイル環境でのグループコミュ

ニケーションに活用されていることが分かる．我々は，

ちょっとした待合せなどにも携帯電話を使ったメーリ

ングリストを作って活用している．

メーリングリストのアドレス

当初，我々は a@quickml.comのような極端に短い

名前のメーリングリストが作られて名前の衝突が頻繁

に起きるのではないかと心配していたが，実際にはそ

ういった極端に短いアドレスが好まれる傾向は見られ

なかった．

一方，サブドメインつきのメーリングリストは，そ

れほど利用されないのではないかと予想していたが，

実際には全体の 1/4のメーリングリストがサブドメイ

ン付きのアドレスを利用していることが分かった．こ

れは，名前の衝突を避けるためにサブドメイン付きの

アドレスが有効に活用されているためと考えられる．

QuickMLシステムのログを見ると，最初に考えた名

前がすでに存在したときに，サブドメイン名を付けて

名前の衝突を回避するというパターンが多く見られた．

セキュリティ

QuickMLは参加メンバ以外はメーリングリストに

投稿できないという方針をとっているため，第三者に

よって広告などの迷惑メールがメーリングリストに無

差別に送られるといったトラブルは起きていない．

迷惑メールの送信者が，自らメーリングリストを作

成して迷惑メールの配送に QuickMLを利用するとい

う場面も考えられるが，QuickMLでは最大のメンバ

数を 100人に制限しているため，大規模な迷惑メール

の配送は行いにくく，そうした悪用は起きていない．

5.2 利 用 状 況

QuickMLサーバの利用ログを基に，QuickML.com

の利用状況の分析を行った．

ユーザ数の推移

QuickML.comのユーザ数の推移を図 3に示す．一

般公開して 15カ月が経過した 2003年 4月上旬時点で

のユーザ数は一意のメールアドレスで数えて約 40,000

人である．グラフを見ると，メディアで QuickMLが

図 3 ユーザ数の推移
Fig. 3 Number of users.

図 4 投稿数の推移
Fig. 4 Number of submissions.

取り上げられたといった理由で傾きが多少変化してい

るものの，ユーザ数の伸びはつねにほぼ線形を維持し

ている．

投稿数の推移

図 4 は QuickML.comへの投稿数の累計を表すグ

ラフである．15カ月の間に 56万通，1日あたり平均

1,200通程度のメールが投稿されていることが分かる．

投稿数の推移を見ると 1日周期で波が見られる．これ

は，深夜から早朝にかけて投稿数が減るという，人間

の生活リズムを反映した傾向を示している．

メーリングリスト数の推移

メーリングリスト数の推移を図 5 に示す．15カ月

の間に，約 12,000のメーリングリストが作られ，そ
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図 5 メーリングリスト数の推移
Fig. 5 Number of mailing lists.
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図 6 メーリングリストの存続期間の分布
Fig. 6 Distribution of mailing list lifetime.

のうちの 6,000近くが消滅している．これは，1カ月

投稿のなかったメーリングリストは自動消滅するとい

う QuickMLの特徴が顕著に現れた結果といえる．

メーリングリストの存続期間の分布

消滅したメーリングリストの存続期間の分布は図 6

のようになる．1，2カ月で消滅するメーリングリスト

が大半を占め，グラフの右に進むにつれて数が少なく

なる．縦軸を対数軸とするとグラフはほぼ直線となり，

メーリングリストは指数分布に従って，ほぼ同じ割合

（約 28日の半減期）で消滅していることが分かる．

メーリングリストのメンバ数の分布

メーリングリストメンバ数の分布を図 7に示す．点

線は最小自乗法で求めた f(n) = 1807 × 0.82n（nは

図 7 メンバ数の分布
Fig. 7 Distribution of number of members.
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図 8 メンバ数と存続期間の相関
Fig. 8 Correlation between ML size and ML lifetime.

メンバ数）の関数である．メンバ数の分布はほぼ指数

分布に従っている．

メンバ数と存続期間の相関

図 8 はメーリングリストのメンバ数と存続期間の

相関を表したグラフである．色の濃淡はメーリングリ

ストの数を表し，濃い色ほどメーリングリストの数が

多い．たとえば，メンバ数が 4～7人のメーリングリ

ストの存続期間は 10～100日に多く分布している．メ

ンバ数が多くなるにつれて，メーリングリストの存続

期間は長くなる傾向が分かる．

6. 関 連 研 究

Wiki Wiki Web 8) は，誰でも Web ページを作っ

たり，内容を編集したりできるシステムである．Wiki

Wiki WebはWeb上での共同の文書編集システムとし

てだけではなく，グループコミュニケーションのツー

ルとして近年広く用いられている．Wiki Wiki Web

は Webベースのシステムという点で QuickMLとは

異なっているが，管理者が存在せず，誰でも手軽にグ

ループコミュニケーションの場を作って活用できると

いう点で QuickMLと共通点を持っている．

Deyらは，コンテキストに着目したアプリケーショ

ンを開発するためのツールキット5)を提案し，位置ベー
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スのメーリングリスト管理システムを開発している．

Deyらのシステムでは，メーリングリストに参加して

いるメンバの位置情報を利用して，ビルの中にいるメ

ンバにのみメールを送信することができる．位置情報

を利用してグループにメールを送信するシステムとし

ては上田らによる研究もある13)．我々は，位置情報の

利用を QuickMLに取り入れて，位置ベースのメーリ

ングリストを手軽に作成する拡張を検討している．

坂田ら11) は，雑談的なグループコミュニケーショ

ンをメーリングリストで行う場合に，興味のないメー

ルが否応なしに送られてくる問題があると指摘して

いる．坂田らは，この問題を解決するために，呼び掛

けのメールに返答したメンバのみをメンバに加えると

いうセッション招集方式を採用したメーリングリスト

管理システムを開発している．グループコミュニケー

ションを手軽に行うという目的は QuickMLと共通し

ているが，QuickMLはメールを送るだけで，新しい

メーリングリストを作って活用できる点に特徴がある．

7. 結 論

本論文では，メールを送るだけで手軽にメーリング

リストを運営できるシステム QuickMLを提案した．

QuickMLを利用することにより，いつでも，どこでも，

誰でも手軽にグループコミュニケーションを行える．

現在ではインスタント・メッセージをはじめとする

リアルタイム・コミュニケーションの手段を利用する

機会が増えてきたが，メールという時間差のコミュニ

ケーション手段が廃れることはなく，メールがある限

りメーリングリストは使われ続けるものと思われる．

実際に 1年以上利用した経験では，我々は QuickML

を使わないメールによるグループコミュニケーション

は考えられなくなった．今後はより広い普及を目指し

ていく．
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